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　　　ドイツ社会民主党史
一社会主義者鎮圧法以前における
ドイツ社会民主党の機関紙活動一
西尾孝　明
History　of　the　German　Social
　　　Democratic　Party
Takaaki　Nishio
　機関紙活動は，ドイツの社会主義政党にとって極め
て重要な活動であった。第一次大戦前に，すでに100
万の党員を誇るようになるドイッ社会民主党の組織づ
くりは，「紙の弾丸」と言われた機関紙活動を中心と
して強力に行なわれた。わが国の場合と対比して，顕
著な違いとして指摘できる点は，ドイツでは一般に機
関紙活動がかなり重視されており，わが国の場合とは
格段の相違を見せていることである。現状に照して
も，目下のところわが国では一党が一機関紙を持つの
がせいぜいであって，毎週の発行回数も1～2回どま
りが多いのに反し，ドイツの場合には，第一次大戦前
に極めて多彩，多種の機関紙活動が行なわれていた。
その層の厚さは驚くばかりである。紙数の制限がある
ので，この報告書では，昨年度私が訳出したプリッケ
『ドイツ社会主義運動史』（れんが書房刊）を手掛りと
して，ドイッ社会主義機関紙活動の多彩さの一端を紹
介しておきたい。
（1）アイゼナハ派．
　中央機関紙『フォルクスシュタート』
　　a　予約購読者数
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　　b　予約購読者の地域的分布状態
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ドレスデン159，ヶルン128，ク
　　　　　メラーネ91，
　　　ハムブルク75，
シュツッツガルト71，
　ブレス
ブラウン
ベルリン
　　　　　　　　　　　　　アウグスブルク40，
ライヘンバッハ40．ニュールンベルク40，ニューヨ
ーク36，ミュンヘン35，フォークトラント・ミュー
ラウ34，バルメン32，ルユッケンヴァルデ29．
　プフォルツハイム23，フランクフルト・アム・マ
イン22，ワイマール22，　ミットヴァイダ21，　レー
ニンゲン19，エシュヴァイラー（Eschweiler）18，
エルフルト19，アルトナ18，エッセン18，ロンネ
ブルク18，ハイルブロソ17，ゲラ17，バンベルク
16．ハノーバー16，・・ルブルク16，ザンクト・アン
ドレーアスベルク　（St．　Andreasberg）16，フユルト
15，ホーエンシュタイン・エルンストタール15，　ロ
ンズドルフ15，チューリヒ15，ザクセン・シュトル
ベルク15，ノイキルヘン14，ブルクシュテット14，
ゾルンゲン13，ダルムシュタット13，マグデブルク
13，シュターデ12，シュタスフルト12，コブルク
12，リヒテンシュタイン・カルンベルク12，ザクセ
ン・ヴァルデンブルク12，ルンツェナウ12，ブカウ
（Buckau）11，ラーベンスブルク11，グーセン（GuBen）
10，ビーレフェルト10，キルヒベルク10，クリンゲ
ンタール10，ヴォルヘンビューテル10．
　ヴァルトハイム9，ハイニヘン9，ヘヒスト・アム
・マイン9，ミュルゼン9，レスロッッ8，パリ8，
ヴィースバーデン8，エルバーフェルト8，チューリ
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ンゲン。フランケンハウゼン7，フローブルク7，ガ
イアー7，ハルバーシュタット7，ケーニヒスルータ
ー7，リヒテンシュタイン・エルスニッツ7，ダンチ
ヒ6，シュレジエン・フライベルク6，ノイシュタッ
ト・アン・デル・オルラ6，オーベルンクヴィヅツ6，
チュービンゲン6，アンベルク5，カッセル5，・ジュ
ッセルドルフ5，アイゼナハ5，フライブルク5，ゴ
ータ5，グローセンハイン5，ホルスト・ハイデ5，
ヘルムシュテット5，ユーデンブルク5，キール5，
リンデナウ5，ミュンヘンベルンスドルフ5，ネチカ
ウ（Netzsckau）5，　オーリヒス（Ohligs）5，シュヴ
ェルム5，シュレジエン・ヴァルデン　ブルク5．
　地方機関紙
　アイゼナハ派が初めて持った地方党紙は，「プロレ
タリール』Proletarierであった。この新聞は，1869
年7月18日から1870年4月1日まではミュンヘンで，
その後1871年6月18日まではアウグスブルクで，毎週
　　　　ヤ発行された。この地方紙は．ADAVを脱退したバイ
エルンの社会民主主義者たちが1870年6月のシュツッ
ツガルト党大会でアイゼナハ派と合同して以来，普仏
戦争の期間中，SDAPの政治路線の宣伝のために大
きく貢献した。「フォルクスシュタート』が1870～71
年の戦争期間中北ドイツで発禁処分になってからは，
その活動領域は北ドイッ地方にまで及んだ。
　1870年8月4日以降になると，クリミチャウで，当
初僅か630名の予約購読者をもち週6回発行のrクリ
ミチャウアー・ビルガー・ウント。バウエルンフロイ
ント』Crimmitschauer　Btirger－und　Bauernfreund紙
が，カール・ヒルシュの編集によって発刊された。こ
の新聞は，間もなくその発行地区をはるかに越える程
の重要性をもつに到った。
　党員達の協力によって，1871年初頭以来rヘムニッ
ツアー・フライエ・プレセ」Chemnitzer　Freie　Presse
も，週6回発行でぎるようになった。しかし当初は財
政が非常に困難だったので，長い間，新聞は手動印刷
機で印刷しなければならなかった。
　また同じ年に，ドレスデン，ブラウンシュヴァイ
ク，ハンブルクなどでも，アイゼナハ派はいくつかの
地方紙を創刊することができた。1871年3月には，
’『』ドレスドナー。フォルクスボーテン』Dresdner
V61k5boten』の創刊号が発行され，また1871年5月15
日には1『ブラウンシュヴァイガー・フォルクスフロ
インデス』Braunschweiger　Volksfreundesの創刊号
も発行された。この新聞は当初は週刊であったが，ま
もなく週6回発行されるようになり，1872年末には，
2100名の予約購読者をもつようになった。1871年週刊
紙として創刊された『ハンブルク・アルトナエル・フォ
ルクスフロイント』Hamburg－Altonaer　Volksfreund
は，1872年3月末1000名の予約購読者を持ちながら発
行中止のやむなきに到った。それは，印刷費が高かっ
たばかりか，4倍もの印刷税を取られたために，巨
額の赤字を生んだためであった。バートシャンダゥで
毎月2回発行された『ネメージス』Nemesisと，『フ
ァルケンシュタイナー・ゾンタークスブラット」
Falkensteiner　Sonntagsblattも，当時創刊された新
聞であったが，これらは間もなく発行不能となった。
　1871年末には，SDAPの地方新聞は，約7500名以
上の予約購読者を持っていた。「フォルクスシュター
ト』は1873年6月，さらに次の党地方紙を普及するよ
う推薦している。
　『フユルター・デモクラティッシェス・ヴォッヘン
ブラット』Further　Demokratisches　Wochenbl紺本
紙は1872年以降初め週刊で発行された。1873年rゾッ
ィアールデモクラティッシェス・ヴォッヘンブラッ
ト』S°zialdem°kratisches　Wochenblattに名称を改
め，1874年10月には，rニュールンベルク・フユルタ
ー°ゾツィアールデモクラート』Ntirnberg－FUrther
Sozialdemokratに変った。
　「ゲラー・フォルクスフロイント』
Geraer　Volksfreund　1873年創刊，当初は週刊。
　「デル・ツァイトガイスト』Der　Zeitgeist　1873年
以降ミュンヘンで週6回刊。
　『ホーファー・ツァイトユング」　Hofer　Zeitung
1873年以降当初は週2回刊。
　『フォルクスシュティンメ」Volksstimme　1873年
月以降マインツで週3回発行。1874年末財政状態悪化
のため発行を中止。その後1875年1月1日から3月3
　　　　　コツプ・ブラツト日までは，同内容新聞「ノイエ・マインツァー・ツア
イトゥンク」Neue　Mainzer　Zeitungとして発行さ
れ，1875年4月以降は「マインツァー・オイレソシユ
ピーゲル」Mainzer　Eulenspiegelとして，また1876
年12月から1877年5月までは，rフォルクスシュテイ
ンメ』Volksstimmeとして発行された。
　『ジュートドイッチェ・フォルクスツァイトゥンク』
SUddeutsche　Volkszeitung本紙は1873年シュッッツ
ガルトで創刊され，当初は週6回発行されていたが，
予約購読者数が少なかったため，1874年2月1日週刊
紙に変わった。そして1875年初め以来，この新聞は週
2回刊行されるようになった。ベルリンでは1874年9
月1日以降，隔週誌『デル・ゾツィアリスト，社会民
主主義理念普及のための小誌」Der　Sozialist　Flugblatt
zur　Verbreitung　Sozialdemokratischer　Ideenが，
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毎月2回発行されていたが・第8号で廃刊となった。
　オヅヘンバッ・・では，1874年12月24日以降『ノ
イエ・オッヘンバッハー。ツァイトゥンク』　Neue
Offenbacher　Zeitungが発行されていた。
　さらに絵入りの漫画新聞として，『ロイヒトクーゲ
ルン』Leuchtkugelnが『ブラウンシュヴァイガー・
フォルクスフロイント』の折込み紙として，また『ヘ
ムニッツァー・ラケーテン』Chemnitzer　Raketenヵミ
『ヘムニッツアー。フライエ・プレッセ』の折込み紙
として，週1回発行されていた。
②　ラッサール派
中央機関紙
　『ゾチアル・デモクラート」
ADAV機関紙は事実上唯一つの中央機関紙からな
っていた。『ゾチアル・デモクラート』Sociar　Demokrat
は1864年12月15日以降発行され，シュヴァイツァーの
所有であったが．1871年4月末「経営資金不足」のた
め，2700名の予約購読者をもちながら，その発行を中
止せざるをえなかった。新しい党員を獲得するため
に，1871年6月24日までの間，『ゾチアル・デモクラ
ート』に代わって，週刊紙『アジタートル』AgitatQr　．
が，シュヴァイツァーによって発行されていた。
　1871年5月24日の第10回ADAVベルリン大会の決
議に基づいて，1871年7月2日以来『デル・ノイエ・
ゾチアル・デモクラート』Der　Neue　Socialdemokrat
が，新しい中央機関紙として発刊された。この新聞
は，ハッセルマンと幾分遅れて入ったハーゼンクレー
ファーによって編集されていたが，ベルリンで週3回
発行され，ADAVの所有であった。『ノイエ・ゾチア
ル・デモクラーF』の予約購読者数は，つぎの通りで
ある。
1871年
1872年
1872年
1873年
10月
8月
12月
11月
5000
7400
9000
13028
　また，っぎの統計数字は，1873年11月における「ノ
イエ「ゾチアル・デモクラート』予約購読者の地域的
分布状態を示すものであり，5名以上の予約購読老が
いた全地区を網羅するものであるが，ADAVの拠点
地区を，鳥職させるに十分であろう。
　ベルリン3187，アルトナ・オテンゼン・ザンクト・
パウリ．2108，ハムブルク1461，ハノーバー623，フ
フンクフルト・アム・マイン309，バルメン253，キ
、ル228，オツヘンバツハ179，エツセン176，ブレ
スラウ172，　ブレーメン169，　ドルトムント145，
ハルブルク141，　エルバーフェルト127，　ヴァンツ
ベーク124，　ノイミュンスター108，　イツェホーエ
（ltzehoe）　101。
　ハーナウ86，カッセル80，ケーテン72，シュツ
ッツガルト64，ブランデンブルク・a．H．59，ジュイ
スブルク59，シュテッティン58，　ライプチヒ48，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲーリッツ47，　ビーレフェルト46， レンツフルク
45，オスナブリュック44，カルスルーエ43，ボッケ
ンハイム42，アキム41．アルテンブルク41，マン
ハイム41，コスヴィヒ（Coswig）40，ルールオルト
40。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　ベルンブルク39，ジュッセルドルフ37，リューベ
ック37，オーリヒス34，　フレンスブルク33，　ゲル
ゼンキルヘン33，　カルベa．s．31，　ドレスデン31，
イーゼルローン31，シュレズウィッヒ30，ヴィルヘ
ルムスハーヘン30，フィンスタrヴァルデ29，ブリ
ードリヒスシュタット29，ピンネベルク29，ヘムニ
ッツ28，ケルン28，シュヴェリン28，ベルゲ・ボ
ルベック27，フランクフルト・アム・オーデル26，
オルデスロー26，ロシュトック25，ヴュステ・ギー
ルスドルフ25，ハイデ23，シェーネベルク（ベルリ
ン）23，リューネブルク21，ナウムブルク・a．S21，
ツィタウ（Zittau）21，バウツェン20，エルムスホル
ン20，ゾーラウ（Sorau）20，ベッセルブレン20。
　ヴェルメンスキルヘン19，ホルスタイン・オルデ
ソブルク18，シュレージエン・ライヘンバッハ18，
ヴェルデン18，デーリチュ17，メルドルフ16，ッ
ァイッ16，カペルン15，ミュールハイム・アン・デ
ル・ルール15，ホルスタイン・ノイシュタット15，
ハルバーシュタット14，ルードウィヒスハーヘン14，
ネヴィゲス14，プリーツ14，テーニンク（T6nning）
14，ツェレ13，クライン・フロットベヅク13，ミュ
ンヘン13，シュパイアー13，ユーテルゼン13，ア
シェルスレーベン12，ブラムシュテット12，ブラウ
ンシュヴァイク12，　デメンホルスト12，バーゲン
12，ハレ・a．S．12，ミンデン12，レムシャイト12，
マグデブル究12，テイレンブルク11，グリュックシ
ュタット11，レネプ（Lennep）11，テルトー11，デッ
ソウ10，グラウハウ10，ギューストロブ（Glistrow）
10，リヒターフェルデ10，メーレ10。
　シャルロッテンブルク9，ケ・・一ペニク（K6penick）
9，マイデリッヒ9，ゾリンゲン9，アーペンラーデ
（Apenrade）8，　アゥグズブルク8，’エケルンフェル
デ8，ホルスト8，フリードリヒハーゲン8，グライ
ッ8，マイセン8，レーデルハイム8，エルザス・シ
ュトラースブルク8，ヴァイセンフェルス8，ブカウ
7，クラウスタール7，エーゲルン7，ヘルデ，7，メ
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一ルトイアー7，　ノルトハウゼン7，　シュティーレ
7，トイヘルン7，’ヴォルヘンビューテル7，クレー
ンペ（Crempe）6，　ドイッツ（Deuty）6，フライエ
ンヴァルデ・ア．ム・オーデル6，ヘメリンゲン6，ヘ
ヒスト6，ケリンクフーゼン（Kellinghusen）6，　ミ
ュールハイム・アン・デル・ルール6，オーベル・ラ
ンゲンビーラウ6，シーベルバイン6，シュヴァイト
ニヅッ6，チョオーパゥ6，アーヘン5，ビーンドル
フ5，カーラゥ5，アインベック5，フライブルク。
i．B．5，ゲーステミュンデ5，グーベン5，ハーン5，
シュレジエン。ヒルシュベルク5，ヒュッケスヴァー・
ゲン（Htickeswagen）5，ランゲソビーラウ5，　ミッ
トヴァイダ5，ノイローデ5，オーベルハゥゼン5，
ラシュタット5，ロスラウ5，ゼ7ゼン5，ヴリーッ
ェン（Wrietzen）5，チュリハゥ5。
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